
１　会員
○会員数

区分
性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男性
数 536 417 5,409 3,596 833 713 121 96 300 175 434 386 633 740 450 619 595 944 885 1,077 女性

総数 合計
%

○会員数の内、障がいがある方
区分
性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男性
数 3 3 17 4 1 0 0 0 0 1 0 0 7 0 1 2 1 0 1 2 女性

総数 合計
%

有 無 回答なし

17 52 1

２　指導者
○指導者情報

有 無 回答なし Max Min 有 無 回答なし

54 14 1 8,800 0 26 42 1

３　リスク管理
○保険の加入

強制 任意 その他 自己負担 クラブ負担 その他

58 10 5 23 45 4

４　事務局体制
○クラブマネジャー、事務局員配置 ○公認資格者数

9
128

５　クラブ運営状況
○会議開催 ○グッズ

有 45 有 29 有 23

○PDCAサイクル

○地域課題解決に向けた取組（複数回答可）

６　会費
○年会費平均

区分
数

○会費の支払方法

○月会費（年会費以外の必要な参加料） ○ビジター会費制度（会員以外の参加制度）

７　事業
○定期プログラム（スポーツ系）

 ドッジボール 体操 エアロビクス ウォーキング ダンス ボウリング ゲートボール グラウンドゴルフ ランニング 水泳 ヨガ 陸上競技 柔道 剣道 空手 野球 ソフトボール サッカー フットサル バレーボール ソフトバレーボール バスケットボール テニス ソフトテニス

2 16 11 12 13 5 1 20 5 7 22 25 11 19 16 32 14 45 8 34 17 39 17 21
バドミントン 卓球 スポーツ吹矢 カヌー ラグビー 太極拳 健康体操 バウンドテニス ペタンク ３Ｂ体操 フィットネス フラダンス ビーチバレー 登山 ミニ バレーボール ふら 健康ダンス 体育教室 タヒチアンダンス ピラティス 少林寺拳法 トランポリン ボート パルクール

55 48 3 1 2 16 17 10 3 6 4 12 6 4 15 1 1 1 2 4 2 11 2 1
ビーチ ボールバレー シャドー ボクシング 太極柔力球 タグラグビー 一輪車 相撲 ミニバスケ アーチェリー キッズダンス 四半的 ハンドボール スポンジテニス 子どもスポーツ ACP PNFC なぎなた 日本拳法 軟式野球 マインド フルネス 健康 エクササイズ テコンドー クラシック バレー 骨盤 エクササイズ 弓道

6 2 5 1 1 2 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 2
レスリング 体幹 トレーニング ショートテニス フェンシング Tボール キッズ サッカー キッズバスケ バトン トワリング ミニ バスケ 元気っず スポーツ教室 スナッグゴルフ スポーツ ボクシング 軽スポーツ サイクリング ニュースポーツ キッズバレー スラックライン ゴルフ 社交ダンス 中国武術 レクリ エーション ノルディック ウォーキング 加圧 トレーニング スポレク

1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1

手当有

グッズ例

タオル、Tシャツ、ジャンバー、トートバッグ、クリアファイル、ボールペン、うちわ、ステッカー、缶バッジ、

その他内容
行政・地域と連携した大衆イベントの開催。町総合体育館トレーニングルームの運営をクラブが行っている。
地域協会と連携し、行事等への参加。事務代行。行事の企画立案提案。村体育協会と連携し、活動を実施。自治会・体協など地域
で活動する各種団体との連携。
小学校運動部活動の社会体育移行に係る、各クラブの運営のサポートをしている。
町納涼祭流し踊りにクラブで参加。地域を盛り上げる祭りに参加し地域活性化に協力（クラブPRも含めて）。
公民館事業への指導者派遣（体操教室・走り方教室など）
町生涯スポーツ推進策等について、行政への提言や連携した取組等を行っている。
熊本地震後、町内の仮設住宅の被害者に対して、健康相談や地域住とのネットワークづくりのイベントを開催し被災者の心と体のケ
アを実施。
地域ケーブルテレビ等と連携し、ビデオ作製などを行う。

参加料平均

把握の方法

〇保護者からの相談、申告　○入会時に確認、自己申告　〇調査　・申込書に記載欄有、会費も異なる　〇指導者からの情報提供（2）

9,005 1,546 217

~４９歳

手当無
30 29

手当無
9

手当有 手当無
14 30

手当有 手当無
19

会員合計
10,196
8,763

18,959

会員合計
31
12
43

~５９歳 ~６９歳 ７０歳~

5.0 47.5 8.2 1.1 2.5 10.3
820 1,373 1,069 1,539 1,962

~３９歳未就学児 小学生 中学生 高校生 ~２９歳

953 475
4.3 7.2 5.6 8.1

~４９歳 ~５９歳 ~６９歳未就学児 小学生 中学生 高校生 ~２９歳

6 21 1 0 1

７０歳~

14.0 48.8 2.3 0.0 2.3
0 7 3 1 3

0.0 16.3 7.0

~３９歳

7.0

その他有資格者

554

合計数 内有資格者
JSPO有資格者

有資格者内訳

シニア 全体平均

会員の保険 指導者・スタッフの保険

行政担当者兼務
クラマネ 事務局員

4 16

常勤クラマネ

各事業後に反省をし、改善に向けて調整している。各事業後に反省をし、改善に向けて調整している。　等

10

1,644 201 325

2.3

4,518 4,331 4,831 5,667 5,973 4,811 5,123 427 

手当有
17

非常勤クラマネ 常勤事務局員 非常勤事務局員

具体的な内容
目標数値設定をしクラブ内で会議を行っている。四半期単位と事業単位と細かく改善点を洗い出して次に活かしている。等

障がい者の把握

謝金支払 支払額 指導者研修の実施

大学生

令和２年度クラブ概要調査結果（２０２０年３月３１日末時点）

※その他方法
教室で講師が受け取り、徴収。（13）教室に事務局が来て徴収。（1）カード払い（2）郵便振替（2）銀行振り込み（1）

クラマネ
アシマネ

有 ％
33 47.8%

クラブグッズ部会の 設置役員平均年齢
指導者との
合同会議

運営会議
年平均回

総会の開催

62 7.1 55.4

平均
¥1,362

項目 回答数

3,966 

窓口で支払 口座引き落とし その他
62 5

その他
障がい者スポーツ
学校との連携
子育て支援
健康増進 34

12

幼児 小学生 中学生 高校生 一般

％
24.6%
36.2%
37.7%
1.4%

運営改善

必要に応じて行っている
毎年行っている

実施していない
回答なし

回答数
17
25
26
1

43
5
23

22



○定期プログラム（文化系）
英会話 絵画 書道（子ども習字） 和太鼓 絵手紙 編み物 料理 生け花 歌謡・カラオケ 茶道 囲碁・将棋 ペン教室 童謡唱歌 ハーブ コントラクトブリッジ 器楽 合唱 ウクレレ パソコン 学習 着付け フラワーアレンジメント 和楽器 子供アート

3 2 3 3 1 4 1 2 2 3 3 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1
陶芸 コーラス そろばん 水彩画 アロマ

2 1 1 1 1

○大会等参加（複数回答可） ○短期教室開催 ○イベント開催
有 ％
34 49.3%

○行政からの補助金 ○会場費の減免 ○会場優先確保 ○企業との連携
有 ％ 有 ％ 有 ％ 有 ％
25 36.2% 59 85.5% 51 73.9% 27 39.1%

○行政委託 ８　収入内訳
○自主財源

生涯学習課 社会体育課 社会教育課 教育課 健康福祉課 長寿支援課 住民福祉課 福祉課 健康保険課 子育て支援課 町民課 まちづくり課 観光課 建設課 その他

35 50.7% 3 2 4 2 1 1 1 3 2 1 1 1 1 1 1

10　クラブの課題

11  新型コロナウイルスの影響
【活動状況】 【活動実施にあたっての対策、今後の展望やアイデア】

70 （うち1クラブは活動休止中） 3
3 2

2
【課題】 1

20 1
15 1
8 1
6 1
5 1
1
1自治体毎による対応の差がある

在宅勤務となった
再開可能となっても不安が多い、先が見えない
会員の体調やストレスが不安、会員離れやスタッフのやる気の低下
会議ができない

会員の入会、更新数の減少
財政困難（年会費、月謝、参加費、指定管理の場合は施設使用料等）

有
5539.1%27

有
79.7%

％

7

60.9%

43.5%

37.7%

36.2%

14.5%

27.5%

10.1%

％

％

％

％

％

％

％

次世代スタッフの育成

クラブの周知・啓発

他団体との連携

事業の拡大

その他

42

30

44

26

25

10

19

％

会員確保 ％

福祉関係（高齢者、子育て支援等） 他部局

Max
8,000,000

Min
0

　クラブ設立当時のスタッフが現在も任務を継続されているクラブは多い。計画的、段階的なスタッフの交代及び養成が必要で
ある。
　（県内クラブ：指導者の平均年齢　47歳、役員の平均年齢　55歳）
　また、ボランティアスタッフとして従事されている方が多いため、できれば有償化して、責任と満足感を抱いて従事していただけ
るようにすると、協力依頼をしやすいと思われる。

　行政の広報誌への掲載や回覧板といった従来からあるような周知方法に加え、近年SNSやブログ等の活用も増えている。
　また、総合型地域スポーツクラブの特徴である「年会費を支払うと様々なプログラムに参加できる」というメンバーシップ制の特
典を理解されていない会員が多いことが伺えるため、こういった特色をもっと押し出し、周知していくことも必要である。

財源確保

指導者確保

有 ％

　対策として、会員増による会費収入を多く挙げられているが、本年度は新型コロナウイルスの影響により集客が芳しくない状
況である。
　イベントの工夫や体験会の開催、サービスの充実等を図り、集客につながる地道な取組が必要である。
　また、行政からの補助金や企業等からの協賛金、寄付金をいただくにあたり、地域や住民に対するクラブの信頼度・貢献度が
重要となる。

　「指導者不足」とよく声が出るが、どういった指導者を求めているのか、また、種目の技術指導が必要なプログラムと、見守り
やサポート等の役割であるサポーターのような人材がいればよいという教室なのか、考える必要がある。
　地域体協や地域住民等の協力を募るほか、会員や競技経験者の中から講習会を受講させる等して、指導者を育成しているク
ラブもある。また、クラブ内や地域だけでの掘り起し育成では大変な部分もあり、民間との連携を行うことで、指導者確保につな
げている例もある。指導者育成並びに発掘、さらに他団体との連携がポイントである。

63.8%

30 26
県大会

9

教育委員会 スポーツ
振興課 自主財源率平均

83.8%25

短期教室の実施
クラブでマスクの作成
メールや手紙等での自主練習の啓発
非接触体温計の購入、空気清浄機のレンタル、社用車用の除菌剤等
新型コロナウイルス対策の啓発を兼ねたチラシ配布
事務局、指導者の検温及び記録
年会費の月割り
オンライン教室やSNS等で自宅でできる動画の配信
LINE、official LINEアカウント等SNSの活用

　公益的な活動をしていくために、他団体との連携は必要不可欠である。事業実施にあたって、近隣クラブや地域の諸団体、民
間企業との連携体制を構築していくことで、スムーズで充実した事業実施に結び付く可能性がある。
　近隣クラブとの連携について、近年、共用プログラムの開催や用具の貸し借り、指導者のシェアや合同研修会の開催等の実
践が見られる。
　今後特に、郡市レベルや近隣市町村での連携についても、具体的に進めていく必要がある。

　日本全体の課題として、過剰医療費の抑制があげられる。スポーツ活動で健康度をアップし、医療費削減を進める取り組み
は、行政との連携により実現が可能であると思われるため、教育委員会やスポーツ振興課との連携だけでなく、福祉課等との
連携が必要と思われる。
　市町村行政と、地域の今後を見据える中で必要な手立てを具体的に考え、実現化していく行動力がクラブには求められるが、
上記の課題にあるとおり、人材不足や財源不足は否めない。
　まずは、目的や課題を明確にし、具体的なビジョンを描きながら、連携団体や多様な資源・財源を駆使して、総合型クラブの魅
力づくりをすべきである。
・クラブマネジャーの確保
　毎年講習会を実施しているが、全クラブに有資格者を配置することが目標である。ブラッシュアップの場も必要と考えるため、
オンラインも活用しながら情報共有や意見交換の場を設定できればと考える。
・会場確保：空いた学校をクラブハウスにしたい、スポーツ施設を確保したい
　少子化に伴い、閉校が増えているが、学校の存在は地域のシンボルであり、いつまでも残しておきたい場所である。
　設置者である地方公共団体から管理委託を受託できれば、いろいろな施設を活用した地域おこし等多彩な事業が展開できる
可能性がある。

　「教室・プログラムの充実」が多数あり。参加者の声を反映した内容の見直しも大切。広報活動の充実に関しては、回覧板や
パンフレット、チラシ等の配布とともに、行政広報誌への圭史アやホームページ、ブログ等の情報通信機器活用も増えつつあ
る。
　チラシの配布先は、学校関係以外に、人が集まりやすいスーパーマーケットやコミュニティセンター等もあげられる。また、体験
者の口コミは特に効果的である。
既存団体の入会を促し、保険や備品購入などの協力をするという取り組みもあった。

3～5月まで活動休止（ほぼ全クラブ）
一部クラブで事業実施（委託事業やイベントのみ）

課題 全体に占める割合 取組内容・考察

地区大会 県大会


